VI

1)

50




(2)

(3

51



32

1)

52



(2)

(3)

4)

53



(2)




34

55



35

56






(2)

58



%
H

59



(3

60



	調査の目的
	背景と目的
	調査の流れ
	本調査で対象とする文化財

	文化財保護に係る現況
	京都市内文化財件数
	京都市内文化財件数の推移
	文化財保護経費の推移
	文化財保存に関する各種制度

	文化財所有者の課題及びニーズ（所有者アンケート結果）
	文化財の保存に関する所有者の課題及びニーズ
	文化財の公開・活用に関する課題及びニーズ

	文化財支援組織の取組及び課題（ヒアリング・資料調査結果）
	主な文化財支援団体等の取り組み
	社団法人　全国国宝重要文化財所有者連盟
	財団法人　京都市文化観光資源保護財団
	財団法人　京都古文化保存協会
	財団法人　京都文化財団　文化財保護基金室
	財団法人　京都市景観・まちづくりセンター
	特定非営利活動法人　古材文化の会
	財団法人　京都市都市緑化協会
	社団法人　京都市観光協会
	京都商工会議所
	京都史跡観光ボランティア協会
	京都の文化財を守る会
	京都SKY観光ガイド協会
	京都SGGクラブ
	関西学生古美術連盟
	文化財保護に関する巡回相談「文化財保護のよろず相談」
	京都文化財防災対策連絡会
	文化財保護連絡協議会
	京都市消防局「文化財市民レスキュー」
	京都市産業観光局「京都観光アシストパートナー」事業
	京都市産業観光局「京都検定合格者を活用した観光ボランティア推進」事業


	主な文化財支援団体等の課題
	人材育成
	情報連携
	資金調達
	人材育成
	情報連携
	公開・活用方法
	資金調達
	人材育成
	情報連携
	資金調達



	文化財支援のあり方に関する検討（ワーキング検討結果）
	文化財を活かした京都の魅力向上のあり方
	文化財支援団体の機能強化・ネットワーク形成
	求められる文化財支援のあり方～文化財所有者の観点から～
	地域で支える文化財支援の仕組み・機能～メディアからの視点を中心に～
	文化財支援組織の資金調達・資金運用

	文化財保護の望ましいあり方と実現方策（調査総括）
	文化財保護に係る問題の構造（負のスパイラル）
	保存のための資金の不足
	所有者の高齢化・後継者不在
	保存知識・保存ノウハウの不足
	未指定文化財・未発見文化財に対する啓発の不足
	職人の技術を発揮できるマーケットが縮小
	材料供給のマーケットが縮小
	後継者問題
	厳しい文化財の行財政
	国の宝，地域の宝である文化財の消失


	文化財保護の望ましい姿（正のスパイラル）
	自助・互助努力の仕組みが成り立っている
	周辺環境まで含めた文化性を訴求する
	継続的な保存技術の活用の場が用意されている
	保存技術の伝承の仕組みが成り立っている
	文化財の尊重・伝達・体験の場の拡大
	文化財支援ネットワークの強化
	民間ノウハウ等を活用した資金調達力の強化
	制度の整備
	文化財に関する市場の環境を整備する


	文化財保護の望ましい姿へのアプローチ
	地域における文化財の多様なはたらきを高める
	持続的な公開・活用－保存サイクルの多様な担い手の参画を促進する


	新たな関係者の文化財支援参加促進モデル
	文化財と接するより良い「暮らし」と「学び」を通して愛着を育む
	文化財のある良好な生活空間に対する愛着，大切に守り育てようとする思いや姿勢を育む
	生きた文化財が存在する生活空間・生活様式を多様な関係者の資源として共有
	多様な関係者に応じた多様な参画手法を提供
	文化財を核にした生活空間・生活様式を守り，育むために協働する
	地域全体の文化財支援ネットワークを構築する



	望ましい支援組織と制度のあり方（具体方策の提案）
	地域魅力を高める文化財支援体制のコンセプト
	文化財を地域に活かす文化財支援のあり方
	調査・状況把握に関する具体事業
	文化財悉皆調査の実施
	定期的な訪問診断の実施
	未指定・未登録文化財の把握・調査

	維持管理・補修に関する具体事業
	維持管理・補修支援体制の強化
	状態に応じたこまめな補修の実施
	新たな維持管理手法の開発・実施

	公開・活用に関する具体事業
	公開・活用手法の整理，一般化
	公開・活用支援体制の強化
	補修資金への適用の仕組みづくり
	新たな公開・活用手法の開発・実施
	新たな文化財ビジネスモデルの開発

	保存技術の継承に関する具体事業
	保存技術の継承状況の整理，把握
	修復現場の公開強化・保存技術のPR強化
	保存技術活用事業の検討・展開
	技術伝承の仕組みの開発・実施

	普及啓発に関する具体事業
	既存関係者の意識向上・関係強化
	多様な関係者の情報共有機能の強化
	文化財教育カリキュラムの開発・実施
	文化財関連メディアの開発・展開

	情報連携強化に関する具体事業
	既存団体の交流機会の増大
	一元的な相談窓口の整備
	文化財支援の役割分担・連係機能

	人材育成強化に関する具体事業
	文化財マネージャー制度の構築
	文化財支援ボランティア制度の拡充
	小・中・高等教育機関との連携
	大学との連携カリキュラムの開発・実施
	社会人教育カリキュラムの開発・実施

	資金調達強化に関する具体事業
	募金・寄付活動等の連携・活動強化
	多分野での競争的資金の獲得
	新たな資金調達スキームの確立
	文化財活用ファンドの設立

	情報管理・セキュリティシステム
	文化財を活かした多分野連携促進
	まちづくり条例等によるコントロール
	税制等の運用幅の拡大
	保存技術伝承の公的機関の整備
	保存技術・補修材活用市場の拡大，需要の掘り起こし



	今後の具体事業のアイデア（重点施策案）
	文化財マネージャー制度（仮称）の設置
	文化財支援ネットワークフォーラムの開催
	文化財データベースの作成
	公開・活用ガイドブック（マニュアル）の作成
	文化財を教材とする学校が主体となる普及啓発活動
	文化財としての保存技術・技能者・技術者を公共財として活用する社会資本整備
	文化財の所有と使用の円滑化支援事業
	文化財防災研究の実施
	保全が困難になった文化財の公益信託化
	文化財を知財とするビジネスモデル(ベンチャー支援事業)
	民間企業出資による文化財保全・活用ベンチャーファンドの設立



	参考資料
	京都を中心とした歴史都市総合的魅力向上のための文化財調査検討委員会
	ワーキンググループ（再掲）
	第1回　平成19年2月9日（金）18:00-20:00 ハートピア京都会議室
	第2回　平成19年2月23日（金）18:00-20:00 ハートピア京都会議室
	第3回　平成19年2月28日（水）18:00-20:00 ハートピア京都会議室
	第4回　平成19年3月6日（火）18:00-20:00 ハートピア京都会議室
	第5回　平成19年3月29日（木）18:00-20:00 ハートピア京都会議室


	所有者アンケート
	調査対象
	調査方法
	調査期間
	回収状況
	文化財所有者の組織形態・所有する文化財の種類
	回答者の組織形態
	所有する文化財の種類

	文化財の保存の現状
	文化財の保存に関する問題点
	文化財の保存にあたりこれまで利用したことのある支援制度
	補助制度・融資制度の問題点

	文化財の公開・活用の現状と公開・活用に対する意向
	文化財の日常的な公開の実施状況
	文化財の日常的な公開の問題点
	日常的に公開していない文化財の特別公開の実施状況
	公開の有無
	公開の回数

	日常的に公開していない文化財の特別公開の際の問題点
	日常的に公開していない文化財の公開に対する意向
	文化財の活用に対する考え

	文化財保存・活用に望まれる支援
	文化財の保存に対して望む支援
	文化財の公開・活用について望む支援
	未指定・未登録の建造物・美術工芸品・記念物に対して望む支援
	文化財支援組織が設立された際の，組織活用への関心
	文化財支援組織への協力への意向
	文化財の保存，公開，活用に対する意見



	文化庁の主な支援施策等
	その他の文化財支援に関連する補助，助成制度等
	海外主要国の文化財行政等
	文化財に関わる機関について
	「文化・メディア・スポーツ省（DCMS）」の取組について
	その他の支援組織
	資金制度（税制，募金，寄付など）について
	イタリアの文化財保護に関する制度について
	文化財の捉え方について
	文化財に関係する諸機関について
	文化財に関係する資金について
	連邦と州の違い
	連邦レベル
	州レベル
	その他の特徴
	資金制度（税制，募金，寄付など）について
	フランスの文化財について
	フランスの文化財保護法について
	文化財に関係する資金について


	非営利団体の資金調達事例




